
1 会議名   平成 27年  第 7回教育委員会会議 会議録
2 開催 日時  平成 27年 6月 26日 (金 )午後 3時 00分～午後 4時 04分
3 開催場所   2階  特別会議室
4 出席委員 委員長

委 員
西村 宏

廣田 登志子、村尾 利勝、佐倉 弘之甫

5 欠席委員  長重 百合
6 会議出席者

教育次長    : 小田 修司
由宇支所長   : 吉田 勝光
周東支所長   : 山本 伸之
美和支所長   : 末弘 隆司
教育政策課長  : 藤本 玲子
青少年課長 教育センター所長兼務 :

文化財保護課長 : 青木 英子
生涯学習課長 中央公民館長兼務
中央図書館長  : 桂 資展

玖珂支所長   : 室茂 康夫
錦支所長    : 藤本 洋征
本郷山村留学センター所長 :佐古 三代治
学校教育課長  : 村川 直樹
榎本 丈二

山口 妙子
科学センター館長 :浜川 智也

7 会議従事職員   教育政策課  : 村上 和枝、沖野 理恵
8 会議録署名委員  村尾 利勝、佐倉 弘之甫
9 議事 日程
日程第 1 会議録署名委員について

日程第 2 報告第 6号 所管事項について

会議の大要

西村委員長

玖珂支所長

。それでは、ただいまから平成 27年第 7回岩国市教育委員会会議を開

会 します。

初めに、 日程第 1会 議録署宕委員の指名を行います。
本 国の会議録署名委員は、佐倉委員 と村尾委員にお願い します。

本 国の議題は、「日程第 2報 告第 6号 所管事項について」以上でご
ざいます。

それでは、「日程第 2報 告第 6号 所管事項について」を議題 といた
します。

これについては協議会形式で進めたいと思います。

それでは、各担当部署か らは、先に配布 してお ります行事予定表に

ついて補足、所管事項において懸案等があれば、説明をお願い しま

す。

・行事予定の御木安内ですが、 7月 8日 水曜 日に 「玖珂まち生涯大学講

座」がございます。今回は 「優 しき勇者」 とい うことで、元南陽工

業高校野球部監督の坂本昌穂 さんをお迎えして開催 します。年会費

500円 で今後の講座 も受講できますので、よろしければ、参加をお願

い します。
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周東支所長

美和支所長

・ 5月 24日 には中田小学校 と周北小学校、30日 にはそお小学校、31

日には高森、米川、修成小学校、 6月 6日 には川上小学校で運動会

が開催 され、周東管内小学校の運動会が全て終了 しま した。教育委

員の皆様にはお来 しいただきまして、誠にありがとうございました。

地域の皆 さんもたくさん参加 され、 どの小学校の運動会 も趣向を凝

らしたすばらしいものでした。          。

・ 5月 30日 に「美和 B&G海 洋センター ヅニューアルオープン記念
式典及び記念イベ ン ト」を実施 しま した。教育長にもプールで初泳

ぎをして盛 り上げていただきま した。 B&G財 団の方にもお来 しい

ただき、市の活動状況を報告 したところです。

次に、美和で行われてお ります 「ノーテ レビ・ ノーゲームデーみわ

週間」について御報告 します。これは、「この週間中は、テ レビを見

るのもゲームをするのも 1日 1時間以内にしま しょう」 とい うもの

です。平成 27年 5月 22日 か ら美和町内の小中高生の保護者を紺象

に、平成 24年 7月 に実施 したのと同 じ質問項 目でアンケー トを行い、

実数 と百分率で結果をまとめました。平成 24年度のアンケー トは回

答者教 295人 で回答率 77パーセン ト、今回は回答者数 280人で回答

率 78パーセン トと、ほぼ同 じ率です。また、平成 24年度は高校生

が 45パーセン トであったものが、今回は 85パーセン トで、保護者

が平均化 されてお ります。

アンケー ト結果の年度間比較では、「テ レビを見る時間やゲームをす

る時間が普段 より短いか」 とい う問いに対 して、「はい」「どちらか

とい うと『 はい』」 と答えた割合が全般的に減少 していますが、ルー

ルを定めて取 り組んでいる家庭では割合が増加 してお り、全体的な

取組意識の薄れが見られる一方で、取組の効果が検証 されました。

「みわ週間」に取 り組んだ者は、その時間を何にシフ トしたのか と

い うことですが、「みわ週間」に取 り組んだ家庭では、テ レビやゲー

ム、スマー トフォンを時間を決めて使用す ることで、有意義な時間

を過 ごせている様子が うかがえま した。全体では、会話や読書への

移行が多 く、学習への移行は少ないようです。

次に、「みわ週間」に取 り組めなかつた個々の理由は何かとい うこと

ですが、アンケー ト結果か ら推察 します と、児童生徒にテ レビやゲ

ーム、スマー トフォンの過度の使用や依存の習慣化が見 られ、児童

生徒が 「みわ週間」の意義を十分理解 していない様子もうかがえま

した。また、「みわ週間」に対する保護者の関心も低 くなつてきてい

るようです。保護者においても「みわ週間」の意義や実施期間を十

分理解 していないことがあ り、取組に積極的な家庭 とそ うでない家

庭 との二極化が うかがえま した。高校では、美和地区以外の入学生

も増えたことから、平成 27年度か ら、年度当初に協力依頼の文書を

2/10



学校教育課長

配布 してお りますが、取組への参加 を促す ことが今後の課題 となっ

てお ります。

次に、取 り組めなかった者が取 り組むためにはどうすればよいか と

い うことですが、児童生徒の意識を高めることが大切です。特に保

護者の協力は不可欠ですので、協力依頼の場面を数多く設定 し、実

施期間や効果 を周知す ることも必要 と思われます。子供が小 さい と

きは、保護者の教育に対す る関心 も高 く、早期に 「みわ週間」に取

り組んだ家庭では持続す ることが多 く、平素か らの生活習慣 も改善

されているよ うです。地域全体が 「美和の子供は美和で育てる」 と

い う意識の下で、地域の教育力向上の手立て として取組の充実を図

ろうと模索 しているところです。

最後に、 目標数値の設定についてですが、「みわ週間」の取組は生活

習慣の確立を促す もので、数値を設定 し効果を計ることは難 しいた

め、現在、美和町全体での 目標数値は定めてお りません。また、保

護者は 「みわ週間」に対 して多様な意見をお持ちです。多 くの項 目

で細かい 日標 を定めるより、代表的な 1つ の 日標を定め、 目標達成

のためにどんな手立てがあるかを各家庭や学校、クラスで工夫す る

方が主体的に取 り組めると考えます。以上か ら、全員実行 日の達成

率を目標 として定め、過去の実績データを基に算出した 45パーセン

トを目標数値 といた します。 しか しなが ら、生活習慣の確立が 目標

ですか ら、全員実行 日の達成率の上昇を図るだけではなく「みわ週

間」に取 り組まない児童生徒の固定化を防 ぐことが重要 と思われま

す。仮に達成率が 80パーセン トで、20パーセン トの児童が毎月固定

化 して取 り組まないのと、達成率 50パーセン トでも、取 り組む児童

生徒が月ごとに入れ替わるのとでは、後者の方が良いと思われます。

そこで、今年度か ら中学校、高校では、よリー層の生活習慣の確立

を目指 した形態にす るため、生活の記録 として、帰宅時刻、学習時

間、就寝時刻等を記録 し、集計等を各校で行つているところです。

・現在進めている事案について御報告 します。昨年度、市 PTA連 合
会の要望事項の中に学校の選択制 とい うことがございま して、潜在

的ニーズの把握など、 4月 から少 しずつ取組 を進めてお ります。今

後の流れ としま しては、関係地区の 自治会長 と協議を進め、地域住

民全員にアンケー トをとつて、集計結果 を自治会長や小学校の校長

先生等にお示 しする。そ して、その結果に基づいて基本的な方針案

を作成 し、 自治会長や校長先生方 と一緒にさらに検討を重ねて、基

本方針を決定 し、あわせて保護者や住民への説明会 も実施 してい く

ことになろ うか と思います。校区は今まで どお りで、この辺 りはど

ちらを選んでもいい とい うような選択地区を設 ける場合は、合理的

な基準を設けなければな りません。その辺 りを今か ら検討 して、基
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青少年課長

生涯学習課長

本の提案をしたいと考えてお ります。

・ 7月 3日 に岩国市青少年育成市民会議の総会を市民会館で行います。

続いて報告でございますが、平成 27年度の 「岩国市い じめ防止姑策

連絡協議会」の委員 9人が決まりま した。来週 6月 29日 月曜 日に第

1回 の協議会を開催 し、各機関において実施できる事項 。できない

事項の確認や情報共有の方法について協議す る予定です。

また、毅育委員会の附属機関である「岩国市い じめ問題調査委員会」

について、各機関か ら推薦をいただき、委員候補者がそろいま した

ので、次回の教育委員会会議で、議案 として承認 をいただきたい と

考えてお ります。

・ 7月 1日 1こ 「世界スカ ウ トジャンボ リー 岩国地域プログラム 岩国

PRイ ラス ト表彰式」を行います。ジャンボ リーに関 しましては、
現在、応援職員約 100人 と通訳ボランティア約 100人 が、ほぼ固ま

りまして、個々のプログラムの打合せをしている状況です。

また、前回の教育委員会会議の際に、地域教育ネ ッ トについての説

明が少 し足 りないのではないか とい う御意見があ りま したので、少

し説明させていただきます。

各学校では学校運営協議会を設置 して、コミュニティ・ スクール と

して地域の方々の参画による「地域 とともにある学校づ くり」を進

められてお ります。 しか しなが ら、子供たちの生きる力は個々の学

校だけで育まれるものではなく、学校以外にも子供たちの学び持 育

ちの場が数多 くあることか ら、学校が持つ地域づ くりへの力にも期

待が寄せ られてお ります。そこで、総合的な体制づ くりが求められ、

学校の取組を支え、家庭や地域における子供の育ちや学びを支援す

る仕組み として、地域教育ネ ットが推進 され、「学校 とともにある地

域づくり」を目指 し、進めることとな りました。

この地域教育ネ ッ トという仕組みは、山口県独 自の取組ですが、中

学校区をひ とまとま りに し、コミュニティ・ スクールや公民館、幼

稚園、保育所、高等学校など校区内に存在す る様々な教育関係機関

や団体等をつなぎ合わせ、幼児期から中学校卒業程度までの 15年 間

の育ちや学びを見守 り、支援する仕組みであ り、推進母体は、地域

教育ネ ット協議会 とな ります。

岩国市におきましては、全中学校 15校 区は、既に地域毅育ネ ット協

議会が設置 され、それぞれの地域において特色ある取組が展開され

てお ります。川下中学校区地域教育ネ ッ トや美和町地域教育ネ ッ ト

の実践事例を御覧いただければ、地域教育ネ ッ トヘの理解が一層深

まるか と思います。

現在、山口県教育委員会では、コミュニテ ィ・ スクール と地域教育

ネ ッ トを一体的に推進す る取組 「山口型地域連携教育ゴの推進を県
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文化財保護課長

中央図書管館長

科学センター館長

の重点施策の一つ として掲げてお ります。本市におきま しては、中

学校に学校運営協議会が設置 され、中学校の学校運営協議会が核 と

なつて、地域教育ネ ッ ト協議会が立ち上げられ、地域教育ネ ッ ト協

議会 との連携 を図 りなが ら、小学校に学校運営協議会が設置 され る

とい うような流れできてお ります。「岩国の子供を岩国の大人が責任

をもつて育てる仕組み」の具体的な姿が地域教育ネ ッ トや コミュニ

ティ 。スクールにあると思いますが、今後 も、学校、家庭、地域の

連携を図 り、「学校 とともにある地域づ くり」を推進 してまい ります。

・ 4月 26日 か ら 6月 28日 まで、岩国市 と鳥取市の姉妹都市提携 20周

年記念事業 として、市民協働推進課都市交流室 との連携事業 とい う

ことで 「吉川経家 と鳥取城の攻防」 とい う企画展を実施 しま した。

企画展のパンフレッ トもよくできていると好評価をいただいていま

す。また、観光振興課 と連携 した幕末 150年に向けての事業の一環
で冊子を発行 してお りますが、その中で東澤潟を取 り上げるなど、

歴史的人物の検証にも取 り組んでいるところです。

夏休み 「岩国のシロヘ ビ」親子教室につきましては、 7月 1日 号の

市報で例年 どお り募集いた しま して、7月 21日 に開催する予定です。

議会の一般質問でも文化財に関する御質問をいただきま したが、文

化財を活用 した地域づ くりに取 り組んでまい りたい と考えてお りま

す。

・ 7月 11日 土曜 日におはな し会がございます。由宇図書館では、昨年

12月 に初めておはな し会を司書職員が実施 しましたが、今年度は 4

月から毎月おはなし会を実施 しています。

7月 25日 、30日 1こ は 「夏休みこども司書体験講座」がございます。

いずれの 日も 10人程度で予約が必要ですが、小学校 3年生か ら 6年

生までを対象に、カ ウンターでの貸出 しなどの
｀
司書体験をしていた

だくよう考えてお り、各方面に宣伝 しているところです。

7月 26日 の 「こども点字教室」は、小中学生対象で、夏休み期間中

イこ20人程度募集いた します。

また、 6月 6日 から中央図書館の講座室で、高齢障害課が 「点訳奉

仕員養成講習会」を実施 してお りますが、昨年に比べて人数がかな

り減つているようです。高齢者のための読書の支援機器を 8月 30日

まで展示 してお りますので、この機会に一般の方にも視聴覚機器に

対する関心を持っていただきたいと考えてお ります。

・ 7月 15日 にスズムシの無料配布 を行います。市民の方からスズムシ

の幼虫、ふ化 したてのものをた くさん御提供いただきま して、配布

までの間、育成が大変な状況ですが、何 とか無事に配 りたい と考え

ています。

8月 9日 には、由宇ふれあいパークで 「青少年のための科学の祭典」
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を行います。今後、学校にも参加を呼びかけてまい りますので、よ

ろしくお願い します。

・玖珂小学校の工事スケジュールの地元説明会を、 7月 1日 午後 7時

から玖珂で行 う予定です。

・全体を通 して御質問や御意見があ りました らお願いいた します。

・美和支所長か ら説明がございま したが、ノーテ レビ
。ノーゲームデ

ーの実態についてよく分か りま した。公々に意識が薄れてきている

状況 とい うことですね。取組を始めた当初は、学力向上 といいます

か、家庭での学習習
j貰
を身に着けるとい うことを中心に考えていた

と思います。各学校で学力向上プログラムが充実 し、家庭学習の充

実や学力向上に取 り組む機運が広がる中、「小 。中 。高一緒になつて

どのように取 り組んでい くか」 とい うことで、事業を展開 されたの

で しょう。意識が落ちてきている点については、アンケー トだけに

頼るのではなく、学校側が取組の趣 旨や実態を子供たちに伝 えて、

この積み重ねにより家庭学習が充実す るとい うことを、改めて説明

す る必要があると思います。また、高校生は、 自分のことは自分で

責任をとるとい う時期ですか ら、運営が難 しいのではないで しょう

か。その辺 りも踏まえて、校長会等の際に、積み重ねの大切 さを再

認識 していただき、子供たちにとつて実 りのあるノーテ レビ
。ノー

ゲームデー となるように御指導いただきたい と思いますが、いかが

で しょうか。

・先 日、校長先生方 と御一緒する会議の中で、ノーテ レビ
。ノーゲーム

デーの話が出ま したが、それぞれの立場で取 り組んでい くとい うこ

とを再確認 してお り、少 し前向きな形になつていると感 じていると

ころです。また、多 くの高校生が、ゲームには関心を持つていない

ものの、スマー トフォンは手放せない状態です。高校生 と小中学生

の実態の違いからも、難 しい面があることは感 じてお りますが、「美

和は、小中高一貫 して取 り組んでいく」 とい う共通認識でお ります

ので、引き続き一体的な取組を進めてまい りたいと考えてお ります。

。そ うですね。意義あることと思います。

・先ほど、運動会の御説明があ りま したが、中田小学校は最後の運動

会 とい うことで、最後にふ さわ しく、地区の住民 と学校が一体 とな

り、最後には、私を含め皆 さん一緒に 「中山ばや し」を踊つて、す

ばらしい盛 り上が りを見せま した。地域の方にも大変感謝 してお り

ます。周北小学校にも参 りま したが、こちらは同 じ小規模校でもま

た雰囲気が随分違いま して、「た とえ一人、二人になつても、自分た

ちの学校は自分たちで守るんだ」 とい うことで、警察の派出所の御

家族か ら関係機関か ら家族総出で、運動会を盛 り上げていたのが と

ても印象的で した。地域住民の熱い思いを感 じた ところでございま

教育政策課長

西村委員長

村尾委員

美和支所長

村尾委員

廣田委員
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文化財保護課長

廣 田委員

佐倉委員

す。

村尾委員 もおつしゃ られた 「みわ週間」のことですが、本当に詳 し

いデータ集計をしてお られま して、大変でございま した。現場に居

た者の立場から申します と、月曜 日か らずっとタイムスケジュール

のようになっているのが少 し複雑すぎる印象がございます。学力の

向上、生活習慣の確立 とい うことで、家庭学習の時間を確保す るた

めに取 り組まれてこられたわけですか ら、校長会や生徒指導部会、

PTAの 会合などの折に、取組の 目的を強調 されます と、その価値
づけができると思います。

文化財保護課にお尋ね します。岩国の歴史を知 るとい うことで、パ

ンフッレッ トを作つて、地域や関係機関、外か ら来 られた方に発信

を してお られますが、 とても良 くできていると思います。子供たち

に身近に岩国の歴史や偉人を知ってほ しいとい うことで、以前、学

芸員の派遣のことな どをお話 ししま した。私 自身も折に触れて校長

先生等にお願い しているところですが、派遣の実態について、状況

を御報告 していただけたらと思います。

・学校には積極的に出向いてお ります。鳥取市 との姉妹都市提携記念

事業の関係で岩国商業高等学校に出向く機会がございました。また、

市内の実績ではあ りませんが、県の文化振興の事業で他の市町に出

かけて行 くとい うこともございま した。逆に、他市町の博物館等の

職員が市内の学校等に来 られてお話 をす るとい うこともあ りますの

で、市内外に限 らず、積極的に御相談をいただければ、職員の派遣

や講師の御紹介ができると思います。

・ あ りが とうございます。学芸員の方の専門的な知識を活用 していた

だきたい と思います。専門家が詔師になるとい うことは、子供たち

がさらに歴史や郷土を好きになるとい うことにつなが ります。気軽

に派遣 してくださるとい うことですので、現場にもこのことを浸透

させていきたいと考えてお ります。

・生涯学習課からも報告があ りま したが、岩国市は 「学校 とともにあ

る地域づ くり、地域 とともにある学校づ くり」 として、コミュニテ

ィ・スクール と地域教育ネ ッ ト、学校教育 と社会教育の両輪で進め

てお りますが、これは 4年前に私が教育長になつて間もない頃に、
いろいろ議論 して方向性を決めて始めたスタイルです。す ぐに結果

は出ませんので、 4年後、 5年後を見て ください と申し上げてまい

りましたが、今、ちょうどそれが実 りつつある状況です。

岩国の 目標は、中学校区どこでも同 じ水準であることですが、川下

中学校や美和中学校などは本当にすばらしい状況です。他の地区も

取組が始ま り、私たちの趣 旨が浸透 しつつあると感 じています。一

番 申し上げたいのは、学校づ くりはまちづ くりと一体 とな らなけれ
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村尾委員

ばいけない とい うことです。特に皆様方の御協力やア ドバイスなど

の様々な関わ りが とても重要になつてまい ります。今後活動を広げ

ていく中では、若者の関わ り方も鍵になると考えてお ります。いず

れに しま しても、皆様には、これまで どお りの支援 をお願い したい

と思います。

歴史や文化 と学校や子供たちとの関わ りについて、少 し申し上げま

す。岩国の子供を岩国で育ててい く中で、吉川の歴史や錦帯橋のこ

とを知ることは大きな広が りにつなが ります。

先般、岩国中学校が、京都・奈良今の修学旅行の際に、自作の英語

のチランを外国人旅行者に渡 し、英語でスピーチをす る取組を実施

しま した。「自分の英語がいくらかは通 じて、外国のお じいさん、お

ばあさんが、宮島までの予定であるのを『 錦帯橋まで足を延ば して

みよう。』 と言つて くれて非常に うれ しかつた。」 とい う生徒のコメ

ン トも新聞で紹介 されてお ります。

自分たちのまちについて、他人に説明 しようと思えば、まず 自分た

ちがまちの歴史を知る必要があ ります。そ して、歴史を学ぶことは、

例えば、吉川経家 と鳥取城の攻防、岩国市 と鳥取市がなぜ関係 ある

のかとい うことなど様々な事柄に広がってまい ります。

また、吉川重吉は、岩倉具視の使節団に同行 し、伊藤博文や大久保

利通、津 田梅子 と一緒に海を渡つています。当時、吉川家の次男を

海外に行かせたとい うことが吉川家のす ごさであ り、吉川家の教訓

の中にも、今後の道徳教育を進めていく上で非常に良いヒン トがあ

るように思います。岩国の教育基本計画の基本 目標 「志高 く 豊かな

心 と生き抜 く力を育む」の志 とい うのは武士 (士 )の心 と書きます。

そ うした心をどのように育み、グローバル化や国際化の中で どのよ

うにいかせ るかとい うことが とても大切で、企ての要であると考え

ます。

・学校教育課の通学区域の弾力化についてですが、調整の難 しい問題

もあ りますので、慎重に対応 していただきたいと思います。

例 えば、区域外の学校の方が距離的に近い場合があ ります。具体的

に申し上げると、大正橋の根元、白崎人幡宮付近は麻里布小学校区

で、麻里布小学校までの距離は 1.5キ ロメー トル くらいです。一方、

大正橋を渡つた対岸にある川下小学校までの距離は 300メ ー トル程

度です。こうした利便性のことを考えると収拾がつかなくな ります。

また、団地の立地状況などか ら、保護者の方が校区を勘違い され、

実際の校区を知つたときに困惑する事例もあります。     .

個人的には、体力的に弱い小学校低学年については、暫定的措置 と

しての就学学校の変更 とい うことを配慮する必要があるのではない

か と考えますが、デ リケー トな面があ りますので、慎重に検討 して
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西村委員長

廣 田委員

学校教育課長

廣田委員

佐倉委員

いかなければな りません。いずれに しても、みんなに分か りやすい

形で進めていくことが大切 と考えますので、 しっか り協議を進めて

いただきたいと思います。

・最後に私の方か ら良い話を一つ申し上げます。昨 日、 じゃげな会の

方か ら、「麻里布小学校の 5年生に郷土料理を教えに行つたときに、
とても子供が良かつた。今までの中で一番良かつた。」 と、お褒めの

言葉をいただきま した。そ して、「子供の対応や取 り組む姿勢、 日つ

きも全然違 う。なぜで しょうか。」 と尋ね られま したので、「先生方

や携わっている地域の方々の教育が良いのではないで しょうか。」と

お答えしました。

今、小学校でも郷土学習を進めた り、地域の人が関わつた りす る機

会が多 くなつています。教科の勉強だけではなくて、幅広 く教育に

取 り組んでいく姿勢が十分伝わつて、子供たちに表れたのではない

か と思います。ですか ら、今一生懸命取 り組んでいる事が、公々に

形になつていずれ表に出て くるとい うことを楽 しみに して、今後 も

教育行政を頑張つていきたい と思つています。

それか ら、文化財保護課の企画展のパンフレッ トが とても良くでき

ていると思います。館内の展示 もすばらしいのですが、DVDの コ
ーナーもあ りま して、 6分程度の切 り絵の映像が流れて漫画で説明

されているもので、これがまた感動的です。私が紹介 して御覧にな

つた人 も、鳥取市 と岩国市が交流 している理由が初めて分かつたと

おつ しゃつていま した。市民の方は、意外 と知 らないことが多い と

思いますので、地道な活動を続けて外部に情報発信 していくととも

に、そのために必要な予算は積極的に声を出 して要求 していってい

ただきたいと思います。

。先生方の指導 と地域の方のおかげで、コミュニティ・ スクールが非

常に活性化 し、現場でも様々な取組が行われています。 コミュニテ

ィ・ スクールの整備が進むにつれ、集会の輪や回数 も広が り、地域

の人の集 う場所の確保 も必要 となつてきてお ります。 このことにつ

いて、以前、現存の校舎の中で何か工夫があるだろ うかと問いかけ

をいた しましたが、何かあ りま したで しょうか。

・通津小学校については、鍵の数 を増や し、事前の申込みによって鍵

を貸与するとい う対応 を始めま して、図工室を解放できるようにな

りました。

・現場は困つてお りますので、ハー ド面がそろわないために催 し事が

な くなることがないよ うに、いろんな知恵を出 して対応 していただ

きたい と思います。

・学校について御意見をいただ くことがございますが、そのようなと

きには、是非、「学校 に行 つて子供たちの活動の実態を見てくださ
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西村委員長

教育政策課長

西村委員長

い。」と言つていただきたいと思います。実際に見ていただき、御意

見 していただくことが、地域 とともにある学校づ くり、開かれた学

校づ くりにつなが ります。教師の頑張る姿が見えてまい ります し、

子供たちも地域の人か ら見守 られていることを感 じ、プラスの相乗

効果が生まれると考えてお ります。苦情などがあつたときには、 自

信を持つてはつき りおつしゃつて ください。よろしくお願い します。

・本 日の 日程は以上でございます。それでは、次の委員会の 日程につ

いて教育政策課からお願いいた します。

・次回は委員長の任期満了に伴いま して、 6月 28日 (日 )午前 10時

か ら教育長室で行います。 これにつきま しては委員 さん方 と事務局

のみで行います。

第 9回の教育委員会会議については、 7月 21日 (火 )午後 2時から

6階の議会会議室で開催いた します。 よろしくお願いいた します。
。ではこれをもちま して、平成 27年第 7回教育委員会会議を終了 しま

す。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴 う関係規則

の整備に関す る規則 (平成 27年教育委員会規則第 1号)附則第 3項の規定によりなおその

効力を有するとされる同規則による改正前の岩国市教育委員会会議規則第 18条の規定に
より署名する。

教育委員長 印

教育委員 (村尾 ) 印

教育委員 (佐倉 )
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